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昨年までの「埼玉バイオ」の研究で、ガンやアトピーとの関係が深いと考えられているカ

テプシン E の働きを抑える DNA アプタマーやペプチドアプタマーをそれぞれ複数分子選び

上げてきた。これらは特異性の高い分子であることが示された。今回、この過程で開発され

た方法をほぼそのまま利用することでカテプシン E の活性を向上させるペプチドアプタマー

の作成に挑戦した。このために、我々の開発した SF リンク法を反対モード（それまで、とっ

てきていたものを捨てて、捨てていたものを拾う）で操作して運転し、順調な淘汰を実現す

ることを示した。淘汰方式の改善も進め、従来の“ウイルス型”淘汰の他に、MMV（微量多

重並列容器）を用いた“細胞型”淘汰実験系の確立にほぼ成功した。これにより、今後、GPCR
などの細胞表面タンパク質の淘汰系の開発が期待される段階にきた。 

 
 

〒338-8570 さいたま市桜区下大久保２５５ 

電話：048-858-3533 FAX：048-858-3533 

E-mail: koichi@fms.saitama-u.ac.jp 




